
【コンセプト】

DRAGOSINE（ドラゴシン）とは

「カルノシン」と呼ばれるジペプチド

の一つです。

もともと、人間の生体内に存在する

優れた抗酸化成分で、細胞を酸化から保護する役割を担っており、この事は体内の

カルノシン量が、加齢と共に減少する事からも証明されています。

頭皮においても UV やストレスなどにより活性酸素の働きにより、頭皮を硬化させます。

頭皮が硬化すると毛髪が正常に生育せず、また抜けやすくなってしまうのです。このダ

メージから頭皮を守る為にカルノシンが働くのです。
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コラーゲン架橋防御による頭皮保護

【特長】 カルボニル化合物の生成を抑制（アンチグリケーション）

コラーゲン・エラスチンの架橋を抑え、頭皮の硬化を防止

活性酸素（ROS）の働きをブロック

無断転用禁止
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【効果・効能】

～コラーゲン／エラスチンの架橋を防ぐ～

“Dragosine”という商品名の「カルノシン」は活性カルボニル種（ROS)の除去及びその

活性を抑制します。その結果、頭皮のコラーゲンやエラスチンの変性・架橋を抑え、頭

皮の硬化を防止する効果があります。

・タンパク質架橋の抑制

DNA とプロテインの混合物を、ホルムアルデヒド又はアセトアルデヒドの存在下で1時間

後の架橋反応物を測定すると、架橋が抑制されている事がわかります。

【商品情報】

商品名：Dragosine（ドラゴシン）

表示名称：カルノシン

推奨配合量： 0.05%-0.2%

製造元：シムライズ

Dragosine を配合することで、頭皮の硬化を防ぐことができ、毛髪が生育し

やすく、さらに抜けにくい頭皮を保つことができます。
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これは原材料に関する成分内容の説明、科学的データの紹介等をしているものであり、
効能効果を説明、保証するものではありません。また無断使用、無断転載を禁止します。
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